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社会情報学部では，３年次学生対象に必修科目として専門ゼミナール
を開講している．各ゼミには受け入れ可能人数が設定されているため，
事前にゼミへの希望調査を行い，調整を含めた配属作業が行われている．
従来は紙媒体で希望調査を行っていたが，利便性を向上させるためWeb
上で希望ゼミに登録を出来るシステムを開発し，2008年秋に行われた希
望調査に運用した．本論文では，開発したシステムの概要とその運用結
果が報告されている．
１ 序 論
本社会情報学部では３年次に専門ゼミナー
ル（以下専門ゼミ）を指定必修科目として開
講している．各ゼミには，所属人数を平準化
するという観点から履修対象者数を開講ゼミ
数で割った数（2009年度開講予定ゼミの場合
は15名）を基本とする受け入れ可能人数が設
定されているため，対象学生の希望を基にゼ
ミ配属作業を行う必要がある．その配属作業
は例年10月下旬から12月上旬にかけて行わ
れており，その流れは大まかに次の通りであ
る．
まず，予備調査として，１週間程度の期間
内に学生が希望のゼミを用紙に記入して提出
し，それを教務課が集計して発表する．その
ゼミ希望状況を参考にして次の１週間で最終
的なゼミ登録届けを提出し，再び教務課が集
計結果を公表する．そして，受け入れ可能人
数を超えたゼミについては，他の受け入れ可
能ゼミへの変更や学生による自主調整など一
連の調整作業を経て，最終的な配属完了に至
る．この一連のゼミ登録の流れには，学生側
そして教務課側の両面からみて以下のように
非効率，また不便な点がある．
まず，教務課側から見ると予備調査と本調
査の２回にわたる調査用紙の回収と集計作業
が，少なからぬ負担となっている．そしてこ
の点は学生側からみると登録作業の不便さに
つながっている．さらに，最近は予備調査を
提出していない学生が全体の２割近くに上
り，そこで公表された結果が本調査の希望を
出す際の情報としてあまり有効ではなくなっ
て来ている．元々，学生側には，中間に一度
きりではなく，リアルタイムに希望状況を確
認しながらゼミを決めたいという要望がある
と思われるが，現行のシステムではそれに応
えることができない．このためゼミの登録人
数が片寄ってしまい，多くの学生が調整作業
にまわるという傾向がここ数年続いており，
それも教務課の負担となっている．
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そこで，希望するゼミへの登録作業をWeb
上で行え，さらに即時に登録状況を自動集計
してくれるシステムを実現すれば，上で挙げ
た問題は解決されるのではないかと考えた．
実際，過去の森田ゼミ卒業研究でも CGIに
よって同様のシステム構築が試みられた（石
田，2003）．しかし，完成時期が遅れたことと
システムの安定性の問題で，実際の運用には
至らなかった．そこで，本研究では，構築し
たシステムを実際に今年度のゼミ希望調査に
運用することを主目標に置き，さらにそれが
どの程度有効に機能するのかを実証的に確か
めることにした．本論文では，この目的に沿っ
て製作したシステムの概要とその運用結果に
ついて，その有効性と課題を含めて報告する．
以下第２章では製作したシステムの概要を
説明し，第３章で実際の利用場面を想定しな
がらシステムを構成する各部分の機能を解説
する．続いて第４章でシステムの運用結果を
運用体制と共に示し，第５章で結論と残され
た課題を述べる．
２ システムの概要
本章では，システム構築の基本方針を与え
た上で，システムの全体構成を説明する．
２－１ システム構築の基本方針
まず，システム構築に当たっては，従来２
回にわたって紙媒体で行っていたゼミ希望調
査とその集計作業部分をWebアプリケー
ションシステムとして実現することを基本方
針とした．Webアプリケーションについて
は，次節で説明する．その後の調整作業部分
は，学生の自主調整など機械的に進められな
い部分が含まれているので，これについては
従来通り教務課の方に担当して頂く事にし
た．また，Web上で行うユーザ認証やゼミ登
録作業などの操作性，そして使用終了までに
至る一連の流れについては，すでに本学学生
が馴染んでいる情報ポータルのそれに準じて
作成することにした．と言うのは，情報ポー
タルは実績あるメーカーが作成したシステム
でありそれを参考にするのが妥当であること
と，本システムの稼動が実質２週間と限られ
ているため，使用する学生にとって違和感の
ない操作性が望まれると考えたからである．
２－２ Webアプリケーションの概説
本研究で製作したシステムは一般にWeb
アプリケーションと呼ばれるシステムであ
る．インターネット上のショッピングサイト
や掲示板などがその例で，現在では幅広く用
いられている．このWebアプリケーション
の構成は図１のようになっている．
ここに，クライアント PCは利用者のパソ
コンにあたる．このクライアント PCから
HTTPプロトコル形式でサーバにリクエス
トを送り，処理の結果をレスポンスという形
で受け取るという形が利用の流れになる．ア
プリケーションサーバは，クライアントの
WebブラウザとHTTPプロトコルでやり
とりするWebサーバ機能と，処理を実行す
るプログラム実行環境を有するサーバを意味
する．今回の場合，サーバサイドプログラミ
ングとして Javaサーブレットを用いている
ので，プログラミング実行環境部分は具体的
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図１ Webアプリケーションの構成
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にはサーブレットコンテナになる．本システ
ムでは，サーブレットコンテナとして Tom-
catを，WebサーバとしてApache Webサー
バを使用している．いずれもオープンソース
として広く普及しているものである．最後に，
データベースはシステムに必要なデータを所
定の形式で保管・管理しておくものである．
これはデータベースサーバとして物理的に独
立している必要は無く，アプリケーション
サーバ内に，適当な DBMS（DataBase Man-
agement System）がインストールされてい
る状態でもよい．今回のシステムでもその形
態を採用しており，DBMSとしては，やはり
オープンソースとして実績のあるMySQL
を用いている．
２－３ システムの基本設計
本システムは管理者用（教務課，開発者），
学生用，教員用の３つのサブシステムから構
成されている．以下，順番にそれらサブシス
テムを説明することにする．
２－３－１ 管理者用システムの構成
最初に管理者用システムの構成を図２に示
す．このシステムは管理者がシステムを運用
するために必要な機能が盛り込まれており，
全システムの統括的な役割を果たす部分であ
る．なお，本節のシステム構成図で用いてい
る各記号の意味は図３に示すとおりである．
システムの利用開始はユーザ認証から始ま
るが，これは３つのシステム全てに共通する
処理で，Webアプリケーションでは不正な利
用を防ぐために不可欠な機能である．この部
分の処理は，ログイン画面から入力された
ユーザ IDとパスワードが，予め管理者デー
タベースに登録しておいた各管理者のユーザ
図２ 管理者用システム構成図
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 IDとパスワードと合致するか否かを判定す
ることで行っている．そしてログイン後は，
「初期設定」から「学生情報修正」に至る各管
理機能を選択することができる．
初期設定機能は，学生のアカウント情報（氏
名，ユーザ ID，初期パスワード等）とゼミ情
報（ゼミ名，担当教員，ゼミテーマ等）をデー
タベースとして作成するために用意したもの
である．具体的な処理の流れとしては，管理
者が当該データを CSVファイルに作成しそ
れをアップロードすることで自動的にデータ
ベースに登録されるようになっている．デー
タ項目は必要最小限に絞り，ユーザとシステ
ム双方の負担に配慮した設計となっている．
登録状況確認機能では学生の情報を検索，
表示できる．登録別やゼミ別など条件を指定
して検索すると結果が一覧として表示され
る．この検索結果を CSVファイルとしてダ
ウンロードすることもできる．この登録状況
確認画面からメール送信機能を選択すること
ができる．これは指定した条件に当てはまる
学生に一斉にメール送信することができる機
能で，未登録の学生に登録を促すなど運用状
況に応じて柔軟な活用ができる．
結果出力機能は学生の現在の登録状況を
CSV形式でダウンロードするものである．ダ
ウンロード形式は２つあり，特定のゼミの登
録者など管理者が出力条件を選択する形式
と，システムの定型である全学生の登録状況
をダウンロートする形式がある．いずれの場
合も汎用性の高い CSV形式で出力されるの
で，エクセルなどの表計算ソフトなどで編集
が容易にできるようになっている．
学生情報修正機能は誤って登録したデータ
の修正の際使用する機能である．ユーザ ID
を入力すると該当する学生の情報が表示され
修正することができる．不測の事態に備えて
用意した機能であるが，実際の運用でもパス
ワードに関する学生の問い合わせに応えるな
ど，活用する場面があった．なお，今回のゼ
ミ登録作業は一度本登録すると変更できない
ようになっているので，何らかの事情で本登
録後にゼミを変更したい際にも利用される．
２－３－２ 学生用システムの構成
学生用システムの構成図は図４の通りであ
る．
まず，ログイン処理は管理者システムと同
じである．続いて，ゼミ登録機能はこのシス
テムの最も重要な部分である．ここでは，ユー
ザが選択したゼミの IDと仮登録か本登録か
を区別する登録状態をデータベース上のゼミ
データテーブルに書き込むという処理を行
う．その際，仮登録ならばそのままデータベー
スに書き込み，本登録ならば当該ゼミを選択
した理由など必要事項の記入を要求した上
で，それらをデータベースに書き込む．
ゼミ登録状況確認機能は各ゼミの登録人数
をグラフで表す処理を行う部分である．デー
タベースから読み込んだ人数をグラフで表示
図３ 記号の意味
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するというのが主な処理であるが，要求があ
る度に逐一人数を集計するとデータベースの
アクセス頻度が多くなり，処理上の負担が大
きくなるので，ゼミデータテーブルに人数情
報を持たせることで負担のかからない処理を
実現した．
パスワード変更機能は現在登録されている
パスワードを変更することができる機能であ
る．学生に与えられる初期パスワードは初回
ログイン時には強制的に変更されるが，漏洩
などによる被害に対応するためそれ以降も任
意に変更できるようにした．
２－３－３ 教員用システムの構成
教員用システムの構成図は図５の通りであ
る．
ゼミ登録状況確認機能は学生用の登録状況
確認機能と同様の役割を果たすが，教員用に
特化した機能として，当該教員が担当するゼ
ミに本登録している学生の一覧と当該ゼミを
選んだ理由，そして教員への質問が表示され
るようになっている．後者の質問に対しては，
下に述べるコメント編集機能により教員から
の応答が可能となっている．
コメント編集機能は学生がゼミを選択する
際に閲覧できるコメントを編集するものであ
る．学生からの質問に対する返答や連絡事項，
図４ 学生用システム構成図
図５ 教員用システム構成図
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およびゼミ選択に当たって伝えておきたい
メッセージなどの記入を想定している．実際
の利用環境は第３章で説明する．
２－４ システムの開発環境
今回のシステム開発は，櫻田の携帯 PCを
用いて行った．そして動作確認テストを何度
か行った後に，学部が所有するサーバにイン
ストールして本運用を行った．学部サーバの
機種は Dell  precision 390であり，OSは
Windows Server 2008 Enterprise 64ビット
版，CPUは Intel Core2 6700 2.66GHz，メモ
リ容量は８GBである．
学部サーバへのシステムの移植に当たって
は，社会情報学部の小池教員に構築して頂い
た仮想 PC環境のおかげで，開発マシンであ
る携帯 PCとの違いを意識することなくス
ムーズに作業を行う事ができた．この仮想
PCに割り当てられたメモリ容量は１GBで
ある．そしてOSは開発機種である櫻田の携
帯 PCに合わせてWindows XP SP3とし
た．
開発言語である Java言語の開発環境とし
ては Java JDK1.5を用いた．また，プログラ
ム開発に用いる統合開発環境としては，
Eclipse3.2を使用した．
２－２節で説明したアプリケーションサー
バについては，WebサーバとしてApache2.
2，そしてサーブレットコンテナとしては
Tomcat5.5を用いた．Tomcat単体でもこの
二つの役割は果たすことができるが今回はパ
フォーマンス面を重視し，HTTPでのやり取
りはApacheを割り当てた．これにより静的
なファイル（画像や PDFファイル，HTML
ファイル）などのレスポンスが向上した．
データベース管理システムとしては
MySQL5.0を採用した．これはオープンソー
スとして広く普及しており実績と信頼がある
システムである．今回のシステム利用者は約
150名であり，ゼミ登録が集中すればデータ
ベースがシステムのボトルネックとなる可能
性があるが，MySQLはその負荷に十分耐え
られると想定した．
３ システム各部の機能
本章では学生用，管理者用，教員用のサブ
システムの機能を，典型的な用途を想定しな
がら操作の流れに沿って説明する．
３－１ 学生用システム
所定のサイトにアクセスすると図６のログ
イン画面が現れるので，ここでユーザ IDと
パスワードを半角で入力しOKボタンを押
す．ここでデータベースからユーザの情報を
図６ ログイン画面
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照会し正しい場合にのみ次のメニュー画面へ
移行できるようになっている．そしてそのメ
ニュー画面から各機能を選択することができ
る．
３－１－１ ゼミ登録機能
ゼミへの登録を行う場合は，図７のメ
ニュー画面から「ゼミ登録へ」をクリックす
る．
すると，図８のように開講ゼミ一覧画面が
現れるのでここで希望するゼミのラジオボタ
ンをチェックし本登録ボタンか仮登録ボタン
をクリックする．この画面では各ゼミのテー
マと担当教員名が表示され，さらにゼミ選択
に関する教員からのコメントも表示されてい
る．さらに，各ゼミの紹介文ページおよび大
学が用意している各教員の研究業績等のペー
ジへのリンクも貼られているので，学生はこ
れらを参考にしながらゼミを選択することが
できる．教員からのコメント記入については，
３－３－２節で改めて述べる．仮登録の場合
はこれで登録作業終了であるが，本登録ボタ
ンをクリックした場合は，図９の本登録画面
に移るので，ここでゼミを選んだ理由等の質
問に対する回答を記入する．そうした上で画
面下方の登録ボタンをクリックすることで登
録作業は完了する．なお，ゼミを選んだ理由
を空欄にした場合は，登録は完了せず，回答
欄への記入を促す警告を出すようにしてい
る．こうすることで，安易なゼミ選択を抑止
する効果を期待した．
図７ メニュー画面
図８ 開講ゼミ一覧画面
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３－１－２ ゼミ登録状況確認機能
図７のメニュー画面から「登録状況へ」を
選択すると，図10のゼミ登録状況確認画面が
現れ，ここで現時点での各ゼミの登録人数を
確認することができる．この登録人数は，本
登録者と仮登録者を加えた数であるが，ゼミ
毎に本登録者数を（ ）内に表示している．
また，各ゼミの登録状況を視覚的に把握でき
るようにするために，登録人数を男女別にそ
れぞれ青色と赤色の棒グラフで表示するよう
にした．この処理はデータベースから読み
取った人数をHTMLのタグを利用しグラフ
表示することで実現している．なお，表示の
更新によるデータベースの負荷を軽減するた
めに各ゼミの登録者人数を保管するテーブル
を設け，表示する度に集計をしないで済むよ
うに工夫した．
３－２ 管理者用機能部分
管理者用システムの機能は以下の通りであ
る．
３－２－１ システムのデータ設定
本システムは管理者用画面からの各データ
の設定が完了した段階で使用可能となる．ま
ず，管理者用のユーザ IDとパスワードを事
図９ 本登録画面
図10 ゼミ登録状況確認画面
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前に設定しておかなければならない．そして，
その管理者用アカウントでログインすると，
図11の管理者用メニュー画面が現れるので，
ここからシステムに必要な各種設定を行うこ
とができる．
「CSV形式で学生情報入力をアップロー
ド」は学生情報の入った CSVファイルを
アップロードする．この時点ではデータベー
スにデータは反映されておらず，「CSVから
学生情報入力」で確定をするとデータが反映
される．これは例えば，前年度のデータを誤っ
て上書きしてしまうことなどを防ぐために２
段階のステップにしているためである．同様
の操作でゼミ情報等を入力した時点で他のシ
ステムも利用可能となる．次に「学生情報変
更」からは本登録の取り消しなど学生のアカ
ウント情報を変更できる．また，「ログをバッ
クアップ」と「ログからリカバリー」メニュー
はシステムのバックアップ関連の機能であ
り，これによりシステムの不具合などの場合
に重要なデータは最低限守られるようになっ
ている．
３－２－２ 登録結果ダウンロード機能
図11のメニュー画面から「学籍番号順
CSV形式で出力」あるいは「ゼミ順 CSV形
式で出力」を選択すると，学生の登録結果を
CSV形式でダウンロードすることができる．
このように，出力方法については学籍番号順
とゼミ名の50音順との２パターンの出力に
対応している．このファイルを用いれば，図
12のように Excelなどの表計算ソフトで容
易に閲覧・編集することができる．なお，メ
ニュー画面の「登録状況確認」を選択すると，
本登録者のみ，あるいは特定のゼミ登録者な
ど，指定した条件の学生を表示させることが
できる．また，それらリストをダウンロード
することも可能である．
３－２－３ メール送信機能
前節で説明した様に，「登録状況確認」メ
ニューを選ぶと特定の条件に合致する学生の
リストを表示できるが，その際，［メール送信］
ボタンをクリックすることで当該学生にメー
ルを一斉送信することができる．この機能は
登録期限の数日前などに，未登録者に対して
登録を促すために用いられることを想定して
図11 管理者用メニュー画面
図12 登録結果の出力データ
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用意したもので，送信するメッセージは自由
に編集できるので，運用状況に応じて柔軟に
活用することが出来る．実際の運用でも未登
録者への注意喚起に活用し，未登録者の減少
に寄与した．
３－３ 教員用機能部分
教員用システムでは各教員が自身のゼミの
登録状況を確認し，学生へのコメントの編集
を行う機能が用意されている．
３－３－１ ゼミ登録状況確認機能
まず，教員用画面にログインすると，図13
のようにメニュー画面が現れる．ここで「登
録状況へ」を選択すると，図14のように，ゼ
ミ登録状況を確認することができる．図10の
学生用のゼミ登録状況確認画面との違いは，
本登録者の氏名とゼミ選択理由や教員への質
問が表示されることである．これにより，教
員は早めに，ゼミ希望者がやりたいと思って
いることや不安に感じている事などを把握で
きる．
３－３－２ コメント編集機能
図13の教員用メニュー画面から「コメント
編集」を選択するとコメント編集画面に移り，
ここで，学生がゼミを選択する際に参考にす
るコメントを記入することができる．この機
能は学生がゼミを選択する際に参考にする教
員からのコメントを編集するものである．記
入したコメントは，図８で示したような形で
開講ゼミ一覧画面表示される．
図13 教員用メニュー画面
図14 教員用ゼミ登録状況確認画面
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４ システムの運用
４－１ システムの運用体制
本システムは学部の専門ゼミ配属日程にし
たがって2008年 10月 30日 12：30～11月
14日16：30の約２週間稼働させた．この間，
櫻田・森田（以下開発者）および教務課の榎
本氏（以下教務課窓口）の３名をシステム管
理者とし，各々に管理者用 IDを発行した．そ
して，システムのトラブル対応を含めたメン
テナンスを開発者が行い，学生からのシステ
ムに関する問い合わせへの対応，およびトラ
ブル発生時の開発者への連絡を教務課窓口が
担当するという形で，共同でシステムの運用
管理に当たった．また，学生からシステムに
関する問い合わせがあった際に，学生と同じ
画面でその内容を確認することが出来るよ
う，上の３名の管理者に対して学生用 IDを
同様に発行した．これにより，運用開始後の
学生からの問い合わせに違和感なく対応でき
たので，有効な処置であったと評価している．
システム運用開始に向けては，開発者が学
生用そして教員用のシステム利用の手引きを
作成し，学生に対しては教務課窓口が配布・
説明を行い，ゼミ担当教員に対しては森田が
配布を行った．これにより，大きな混乱なく
スムーズに運用を開始することができた．ま
た，３－２－１節で述べた，学生情報やゼミ
情報など，システム稼働に必要なデータにつ
いては，開発者が教務課から提供を受け，必
要な設定を行った．なお，櫻田は学部生であ
るため，学生の情報にふれることには慎重で
あらねばならない．そこで，作業上必要な場
合は，森田の指導の下においてのみ学生情報
を扱うこととし，また作業で知り得た情報は
第三者に漏えいしないという誓約書を事前に
森田と交わした上で，作業に当たった．
システム運用開始後は，サーバの故障など
に備えて，毎日定時に登録情報を学内の別の
サーバにコピーするという形でバックアップ
をとった．もちろん，当該データを保管する
フォルダには櫻田と森田以外はアクセスでき
ないように制限をつけている．また，システ
ムの不具合が発見された場合は，開発者がそ
の修正に当たる体制をとっていたが，当初は
問題が発見されれば適宜修正して対応できる
と考えていたものの，本システムの様なWeb
アプリケーションの場合，常時ユーザが使用
している可能性があるため，それが困難であ
ることが分かった．なぜなら，修正プログラ
ムのアップロード時にいったんシステムを停
止すると，その時点でアクセスしていたユー
ザが作業中断を余儀なくされてしまうからで
ある．今回の運用時にも数カ所のプログラム
修正を行ったが，ユーザがいない深夜３時
～４時頃を見計らって櫻田が作業を行い，停
止も数分程度だったので実際上の問題はな
かったが，ログインページにメンテナンスに
よるシステム停止の案内を出し，同時に当該
時間中のログイン停止を設定できる機能を予
めシステムに組み込むことの必要性を感じ
た．実際に行ったプログラム修正の内容につ
いては，次節で説明する．
以上，システムの初稼働ということでその
管理機能に若干不備な点が見られたものの，
それで教務課窓口が混乱することはなく，し
たがって開発者が前面に出て対応する事態に
は至らなかった．そこで，今後管理者用のマ
ニュアルを完備することで，技術的なトラブ
ル以外は教務課窓口で問題なく対応できるも
のと思われる．
なお，システム開発の最終段階で，３年次
の森田ゼミ生10名に登録作業を体験しても
らい，操作性や登録手順に関する意見を求め
た．その結果，２週間ほどの間に，彼らから
メニューの構成や，ゼミ登録状況の表示の仕
方，そして登録手順の妥当性について多くの
意見をもらった．これがシステムの最終的な
改良そして仕上げに大きく貢献したので，第
三者にモニターになってもらい，その意見を
求める過程が極めて重要かつ有効であること
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を付言しておきたい．
４－２ 運用結果
今回のシステム運用では，約２週間のゼミ
登録期間の間ほぼ問題なくシステムが稼働
し，教務課窓口からも「極めてスムーズに作
業が進んだ」という評価を頂いた．その意味
でシステムの当初の目的は概ね果たすことが
できたと言える．しかし，詳細を振り替える
と，システムの利用により平準化を期待した
ゼミ登録者数に偏りができたり，運用時にプ
ログラムの不具合が発見されたりもした．そ
こで，本節では，今後同様のシステムを運用
する際の参考とするべく，登録者数がどのよ
うに推移したかという点と，システム運用期
間中にどのようなプログラム上の不具合を発
見し修正を行ったか，そしてそれを防ぐため
にはどのような措置が必要かという点につい
て述べることにする．
まず，期間中のゼミ登録者数の推移を図15
に示す．ここに，薄色の部分は仮登録者で，
黒塗りの部分は本登録者である．対象となる
全学生数は144名である．
このグラフより，登録開始から３日目に過
半数の学生が何らかの登録を行い，その後登
録者が漸増して行っている事が分かる．一方，
本登録者を見ると，最終日に一気に56名も増
え，前日から70％も増えた事になる．これは，
とりあえず仮登録をしておき，全体的なゼミ
登録状況をぎりぎりまで眺めた上で本登録を
行う，という学生が多かった事を表している．
この点は予想通りであり，さらに教務課窓口
から，「とりあえず仮登録を行ってから必要な
変更を行うように」という指導を行ったこと
も影響していると思われる．最終的には，本
登録を行わなかった学生は全体の5.6％に留
まり，これは2007年度の8.1％および2008
年度の17.5％と比べて過去３年度で最も低
い数値であった．これは，いつでも登録でき
るWebアプリケーションの利便性が大きく
寄与していると考えられる．実際，夜間の登
録も相当数あった．さらに，登録締切りの数
日前に，３－２－３節で説明したように教務
課窓口から未登録者に向けて登録を呼びかけ
るメールを一斉送信したことも効果をもたら
したものと思われる．
このように登録者数自体は順調に推移した
と言える．しかし，登録時に各ゼミの登録者
人数が把握できるようになったことで学生の
自主的判断により希望者が分散する，という
当初の期待通りには行かなかった．図16～18
はそれぞれ，登録を開始して１日目，７日目
そして最終日の16日目の各ゼミの登録者数
を示したグラフである．横軸のＡ～Ｊのアル
ファベットはゼミ名を示している．グラフよ
り１日目でＡ，Ｃ，ＤそしてＩの４つのゼミ
の登録者数が多いという傾向が現れ，それは
基本的に変わることなく最終日に至ったこと
図15 ゼミ登録者数の推移 図16 １日後のゼミ登録分布
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が分る．これらの結果から今年度の学生は最
初から希望するゼミを決めていて，ゼミの登
録状況には影響されない傾向があったと思わ
れる．ゼミ定員は15名～17名であったので，
これら４つのゼミ希望者は，登録締切り後に
調整作業に回った．この結果は，必ずしも本
システムの問題ではないが，多くの学生が調
整作業に回ったということを踏まえると，次
年度以降のゼミ選択の方法についての課題を
提起していると言える．
次に，本システム運用時に発見したプログ
ラム上の不具合とその対応について述べる．
まず，運用開始直後に「本登録をする際，
必須ではない回答項目でも空欄にすると，処
理が進まなくなる」という不具合を発見した．
これは，任意の記入項目も必須項目と一緒に
一律にチェックしていたことが原因だったの
ですぐに修正した．このミスは，プログラム
上の技術的なミスとも言えるが，システム開
発の経緯に立ち入って説明すると，本登録時
に学生にどういう内容を記述させるか，さら
に，その記述を必須とすべきかどうか，とい
う点についてあいまいなまま開発を進めて来
た，という点が背景にあったように思われる．
そのため，事前の動作チェックを行った時に
も，この点は見落としていた．当たり前の事
ではあるが，システムの仕様は詳細まできち
んと確定させておく必要があることを痛感し
た次第である．
また，実際の運用を通じて機能を変更した
例もある．３－３－１節で説明したように，
教員用の画面でゼミ登録状況を確認すると，
担当ゼミの本登録者氏名と選択理由や教員へ
の質問が表示されるようになっているが，実
は元々の仕様では本登録者の氏名しか表示し
ないようにしていた．ところが，運用開始後
に森田が登録状況をチェックしているとき
に，ゼミの学習内容に関する抱負や不安そし
てゼミに備えてどういった事が必要なのかと
いう質問などが記述されていることに気づ
き，早めに教員がそれを把握することが指導
上有効であると認識するに至ったのである．
そこで，運用開始の数日後に教員用画面でそ
れら情報も表示されるように改善した．この
ように運用時に改善すべき点に気づくことも
あるので，柔軟に修正できるようにシステム
を設計しておくことが望ましい．その点，本
システムは，機能毎に独立したモジュールか
らなる構成としていたので，コードの修正を
容易に行うことができた．
最後に，事前の動作チェックでは見つける
ことのできなかったミスが２点ほど，運用時
に発見された．１点目は「登録状況確認機能
で本登録者の数が実際のデータより多く表示
される」という不具合である．これは，登録
後にWebブラウザの［戻る］ボタンによって
ゼミ選択画面に戻ると再度登録できるように
なっていたことが主原因であった．実は，シ
図18 締切り後のゼミ登録分布図17 ７日後のゼミ登録分布
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ステム開発時には［戻る］ボタンによって前
の画面に戻ることを想定していなかったので
ある．２点目は「ゼミ選択画面で本登録のボ
タンを押したものの，［確定］ボタンを押す前
に登録画面に戻って仮登録に変更しようとし
た場合，それができない」という問題である．
これは，本登録状態を確定させるタイミング
を誤っていた点が原因であるが，前者と同様，
やはり［戻る］ボタンで戻って改めて登録作
業を行うという流れを想定しなかったことが
背景にある．いずれもすぐに修正したが，こ
れらはいずれもシステム開発時に想定してい
なかった画面遷移を選択したことで生じた不
具合であると言える．一般にWebアプリ
ケーションの場合，ユーザが開発者の意図通
りの流れで画面を移り変わって行くとは限ら
ないので，開発者は，どのような画面遷移を
選択しても不具合が起こらないように処理を
記述しなければならない．ある画面での処理
をプログラミングする際，一つ前の画面を暗
黙の内に想定して処理を記述すると思わぬ不
具合を起こすということを，身を持って体験
した次第である．
５ 結論と今後の課題
本論文では，社会情報学部で行われている
専門ゼミ配属作業に本研究で構築したWeb
アプリケーションシステムを適用すること
で，それがどの程度有効に機能するかについ
て考察を行った．その結果以下の点が明らか
になった．
まず，第４章で指摘したように，システム
の利用により平準化を期待したゼミ登録者数
に偏りができたり，運用時にプログラムの不
具合が発見されたりもしたものの，登録作業
そのものに支障はなく，登録期間中システム
は安定して稼働した．さらに，同じく第４章
で述べた通り，期間中にゼミ登録を行わない
学生数は過去３年度で最低となった．この意
味で，システムは概ね有効に機能したと総括
している．なお，今回は開発者と教務課窓口
が共同管理する形でシステムを運用したが，
今後管理者用のマニュアルを完備すること
で，技術的なトラブル以外は教務課窓口で問
題なく対応できるものと思われる．
次に，実際の運用を通じて認識した問題と
して，運用中にはシステム開発時に見落とし
ていたミスの発見に留まらず，実際にユーザ
の処理の動きを観察することで改善・修正の
必要性に気づく場面が少なからずあるという
点が挙げられる．これは，設計段階の問題と
も言えるが，完璧な仕様を設計することは現
実的には困難なので，運用時にも柔軟に修正
できるようにシステムを設計・構築しておく
ことが必要と考える．この観点から，システ
ムの仕様や構成に関するドキュメントを用意
しておくことは重要である．来年度以降，本
学部のゼミ登録作業の手順の変更も十分に考
えられる．さらに，他学部へのゼミ登録作業
への適用も考えた場合，システムの詳細なド
キュメントは必須になる．そのため本システ
ムの詳細なドキュメント化は重要な課題とい
える．またその過程で新たな改善点などが発
見されることも考えられ，システムの完成度
が高まることが期待される．
最後に，上で述べたゼミ登録状況の偏りに
ついて触れておきたい．４－２節でも述べた
通り，この結果多くの学生が調整作業に回っ
てしまった．これにより学生や教務課に負担
がかかってしまったが，この点に関して本シ
ステムは寄与することができなかった．しか
し，調整作業もシステムに組み込むことでこ
の負担を緩和できると思われる．例えば，一
回目の登録結果発表後のゼミ変更手続きをシ
ステムに組み込むことが考えられる．あるい
は，予め第２あるいは第３希望まで登録して
おき，受け入れ人数を超えたゼミについては
単位取得数や GPAなど何らかの基準で序列
化して配属を決定する．そして，第１希望に
漏れた学生は第２希望に回り同様の処理を繰
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り返す，というような方式も考えられる．今
後検討する価値があるであろう．
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